
情報通信環境整備対策による
用水管理の課題解決について

秋田県仙北平野土地改良区



秋田県仙北平野土地改良区は、秋田県中央の横手盆地北部に
位置し、県を代表する水田農業地帯を支える組織です。



大仙市、仙北市、美郷町にまたがる地域で、国営造成施設
ならびに、附帯県営施設の維持管理を目的に設立されていま
す。



現在は、地区内に重複していた土地改良区との合併が進み、
国営施設から、ほ場の末端水路の管理まで行う、総合土地改
良区となっています。



（令和７年度末）



これまでも秋田県へ、課題解決につながる事例や活用可能な事業がないか相談して
いたところ、令和3年に県担当者から「新たな事業が創設されたので、これを活用
すれば課題解決につながる可能性がある」との説明がありました。これが、情報通
信環境整備対策でした。

情報通信環境整備対策による用水管理の課題解決



国営造成施設：用水管理システム親局装置

当地区の課題としまして、国営造成施設については用水管理システムが導入され
ており、用水管理センターから遠方監視および制御が可能となっています。こちら
が用水管理センターの親局装置で、三菱電機製です。この用水管理システムにより、
主要施設の故障等の状態監視、幹線用水路の水位監視、水門の制御が可能となって
おりますが、



県営造成施設：荒巻頭首工 操作盤

県営施設につきましては、国営事業に附帯して整備されたものの、多くの施設で
用水管理システムが未整備であり、ごく一部を除き現地での水位確認や水門操作が
必要となっております。施設によっては、地元管理人が手書きで記録を残している
状況です。



このような県営施設が、用水路だけでも支線用水路１から３０号まであるため、
地元の水利組合、管理人とも協力して、操作をしていますが、毎日のパトロールだ
けでも、相当の時間が掛かってしまうのが課題の一つとしてありました。



こうした課題に対し、秋田県の担当者も初めての事業であり、土地改良区として
も、概要を聞く限りでは確かに課題解決に繋がりそうではあるものの、では具体的
に何をどのように進めればよいのか、全く分からないという状況でした。
そこで、この情報通信の準備会における「モデル地区」に応募したところ、サ
ポート活動を受けられることになりました。



現在では、個別地区支援という名前になっています。



モデル地区に選ばれたことで、当地区には６団体が、支援メンバーとして付いて
くれました。そして、「うちではこんなことが出来ますよ」という提案をしていた
だきまして、当地区の課題の解決につながる内容のものを、選択して進めて行くこ
ととなりました。



北海道岩見沢市

静岡県袋井市

先進地区の視察研修にも行き、漠然としたイメージを現実的なものとすることがで
きました。



また、せっかく整備するのであるから、土地改良区だけでなく広域的に活用でき
る仕組みとするため、秋田県が中心となり、関係自治体（大仙市・仙北市・美郷
町）も参加する『情報通信環境整備対策利活用検討協議会』（以下、協議会）を立
ち上げ、当協議会において整備計画を策定しています。



協議会において検討を進めた結果、

整備を進める上で、次のポイントを重視しています。

①特定メーカーに偏らない汎用的な無線基地局の整備（行政を含め多目的に利用）。

②水利施設の遠隔監視による省力化・遠隔操作による災害被害の低減。です。

それらを踏まえまして、水路などの監視対象施設が、広範囲に点在していること

から、長距離通信と省電力を両立する LPWA通信の導入を検討し、その無線基地局

の整備については、通信方式としてＬｏＲａＷＡＮ方式を採用することとしました。



ＩＩＪさんの資料になりますが、ＬｏＲａＷＡＮ通信については、仕様に準拠し
た製品であれば、製造メーカーが異なっても相互に通信が可能である。という点で、
「特定メーカーに偏らない汎用的な無線基地局の整備」という目的と合致したため、
採用しています。



LoRaWANの基地局については、当初、
５箇所ほどと想定していたのですが、地
域内全域をカバーできるようにとの意見
があり、途中から１０箇所に増加し、さ
らに、山沿いの方、電波の届きにくいと
ころなどの基地局の配置を検討し、最終
的には、１２箇所となっています。

当初案（５箇所）

最終案（１２箇所）
基地局の配置について



基地局については、できるだけ土地改良区の施設で、電源を取れる場所に設置す
るようにしております。この施設は、既存のアンテナ鉄塔に設置しています。
アンテナの設置位置としては、高ければ高いほど良いのですが、逆に、高すぎる
と、何かあったときに自分たちで対処出来なくなるため、はしごで登れる高さに設
置しております。
この基地局を利用して、水利施設の遠隔監視による省力化・遠隔操作による災害
被害の低減を目的として、水位計の設置、遠方制御機器の追加を進める事となりま
した。



今回、設置した水位計は、ＩＩＪさんから発売されているこちらの超音波式水位
センサーです。



仕様から抜粋したものですが、水位測定範囲としては、280mmから7,500mmと
幅広く測定でき、電源についても、専用のリチウムイオンバッテリーを使用するこ
とで、電池の持続時間が5年程度と、長期間にわたって使用可能となっています。



サイホンで横断

水位計

他土地改良区の幹線用水
路をサイホンで横断する
水路で、手前側に水位計
を設置しています。サイ
ホン入口にはゴミ侵入防
止のスクリーンがあり、
ゴミが付着すると上流の
水位が上がり、余水吐き
から排水路へ流れる構造
です。水量が少なければ
下流から苦情が出て、多
すぎればゴミがなくても
余水吐きから排水に落ち
て無駄となるため、極め
て繊細な調整が必要な箇
所です。

排水路へ

スクリーン

事例１



下流のスクリーンにゴミが付いて、水位が上がっている

水位計を設置したことで、画面を確認しながら適切なタイミングで現場対応が可
能となりました。
本地点は水位計の下流側にスクリーンがあるため、ゴミが付着すると水位が上昇
し、ゴミ処理を行うと、水位が低下していることがグラフから確認できます。



放水路

次は、仏沢ため池の放水路に取り付けした水位計です。堤防の下、中央部を流れて
いる水路が、放水路です。

事例２



今まで、水位計も無く、量水板を目視
して水位を確認していました。
なお、量水板のまわりに防草シートを
敷いたりもしましたが、夏の最盛期は、
草が繁茂して、非常に見にくい状況に
なってしまいます。
また、最近では近くでクマの目撃情報が
多発しており、現場の確認に危険が伴う
状況になっていました。

防草シートを敷いても、

このとおり・・・

水位は量水板での、目視確認



水位計設置後の状況



河川流量に余裕があるため減水

水位計を設置したことで、クマの出る可能性のある所に行かなくとも、より正確
な水位を確認することが出来るようになりました。
なお、降雨などにより余裕があるときは放流量を減らしていますので、このよう
な水位の動きになります。



2.9km

3.7km

約６．６ｋｍ

事例３

こちらは、国営造成施設である小滝川取水口から取水する３号幹線用水路で、取
水地点では水位を把握できるものの、その下流約2.9km、さらに県営路線の支線用
水路22号が約3.7km接続しており、計6.6kmの区間に水位計が一箇所もありません
でした。このため、水量を調整しても現地確認するしかなく、調整に１日を要する
ことも多い路線でした。そこで水位計を２箇所に設置することとしました。



３号幹線用水路の末端であり、支線用水路の始点部に当たる地点に１箇所



支線用水路２２号の末端付近、チェッ
クポイントになっている分水工に設置し
ています。
水位計を設置したことで、この分水工
で、水が越流しているか、水位が下がっ
てしまっているかが、わかるようになり
ました。

越流しており、余裕がある

水位が下がってしまっており、下流で不
足する



水位が高いときで90cm前後

水位が低いときで80cm前後

水位をグラフで見ると、高いときで９０ｃｍ前後、低いときで８０ｃｍ前後と
なっていました。
プラスマイナス５ｃｍの範囲で調整することで、下流部への影響が少なくなるよ
うに操作しています。



昨年１２月、強風により隣接地から倒木が発生し水位計が損傷。本体機器への直
撃は免れたものの、固定用の単管パイプに倒木が当たり、曲がっていました。
倒木を切断し、機器を一旦取り外したうえで復旧作業を行いました。この水位計

は単管パイプ等を用いて容易に設置できるため、ホームセンターで新たな単管パイ
プを購入し、自分たちで復旧することができました。

事例３おまけ 倒木 本体にギリギリ当たっていない

倒木撤去・水位計復旧作業中 水位計復旧後



市街地

事例４

LoRaWAN通信による、水門の遠隔制御です。
支線用水路２８号という用水路なのですが、この下流域に市街地があり、近年の
ゲリラ豪雨など、一度に大雨になったときは、排水が溢れたり、道路が冠水するな
どの被害が出る恐れがあり、迅速な対応が求められる路線です。



そこで、この用水路の水門を遠隔から制御出来るように改造することとしました。
じつは、この水門を電動化する際に、将来的な遠隔操作を想定しており、操作盤の
方に遠隔制御の端子台を用意してあったので、大規模な改修は必要ではなく、遠方
制御するための機器の追加で機能を実装することが出来ました。

追加した制御盤



前ページ赤枠の追加した制御盤の中です。
遠方から制御するために追加した機器がこの中に入っています。接点数の関係で、
同じものが２基設置になっています。



これで、支線用水路２８号に設置した水位計も参照しながら、大雨の際は、遠方
から水門を制御して、断水することが出来るようになりました。



断水時

天候が回復したため、通水復帰

こちらが、水位のグラフになります。断水して、水位が下がっているのがわかり
ます。なお、ここは構造上たまり水があるため、水位がゼロにはなりません。



事例５

次に、行政による防災利用の事例です。
場所は窪堰川と国道13号が交差する地点で、橋の手前に河川へ排水路が接続する

箇所となります。
この地点は大雨時に河川水位が上昇し排水が抜けにくくなる問題があるため、水
位計を設置し状況を把握しています。

排水路



窪堰川

排水路

こちらが、実際の現場の状況になります。上部から流れてきた排水が、下の窪堰
川に合流する場所になります。河川への出口には、逆流防止のため、樋門が設置さ
れています。



水位計

ここに水位計を設置して、水位の状況をネットから確認出来るようになりました。
なお、基地局の向きが堤防の奥側方向であり、また堤防の直近に水位計を設置する
事となったため、電波状態が良好とは言えず、たまに欠測となることがあります。

基地局方向



センサー内部から、
引っ張り出した蜘蛛の巣

事例６

この超音波水位計の設置に関して問題になった点としましては、センサー部分に
クモが巣を作るので、その巣に反応してしまって、異常な水位表示をする場合があ
りました。



ここから機能有効化

こうなってしまっては、水位計を設置した意味がありませんので、対応を検討し
てもらったところ、障害物検知機能で対応してもらいました。
異常な水位データについては、クモの巣等の影響を受けたと判定し、水位データ
を除去してもらっています。

上にグラフが跳ねているところは、水位ではなく、蜘蛛の巣を検知

このラインが本来の水位



なお、現場で出来る対応としては、一度、クモの巣を撤去してから、シリコン成
分の入った、クモの巣対策スプレーを吹き付けてみたところ、巣を作られにくくな
りました。



事例７

用水管理の課題解決ではありませんが、行政では、鳥獣捕獲検知センサーを設置
して利用している事例もあります。
インターネットイニシアティブさんで提供している、鳥獣捕獲検知センサー、わ

なベルです。こちらは、箱ワナなどに取り付けして、扉が閉まると感知して通知す
る。というものです。



担当者にお話を聞いたところ、「ワナ設置後は毎日の見回りが必要で、これまで
は複数回巡回していたが、わなベルの導入により見回り回数を減らすことができた。
また、小屋に立てこもったクマを捕獲する際、わなベルを装着した檻を小屋内に設
置したところ、内部が見えづらい状況でも、捕獲時に通知が届き、メールで捕獲を
確認できた。檻の設置場所はクマの出没が想定される危険箇所であるため、現場に
赴く回数が減ったこと、そしてワナの見回り回数が減少したことが大きな効果で
あったと認識している」とのことでした。



最後に

要望がなかったため現時点では導入に至っていませんが、水位計の他にもさまざ
まなLoRaWANセンサーやデバイスなどを接続することができますので、今後、さ
らなる基地局の利用の推進を図っていきたいと思います。



ご静聴、ありがとうございました。
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